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研究成果の概要： 
 
2005年包括的平和協定が締結され、内戦から平和へというおおきな転換期にあるスーダン共

和国において、①戦争から平和へという歴史的転換が、スーダンの国家と社会に現在進行形で

与えるインパクト、および②持続的平和を実現するため実行・計画されている平和構築プログ

ラムの実態と評価の 2点を主要な課題として、文献研究と現地調査を実施し、綿密かつ動態的

な記述と分析をおこなった。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2005年度 3,800,000 0 3,800,000 

2006年度 4,300,000 0 4,300,000 

2007年度 2,800,000 840,000 3,640,000 

2008年度 2,000,000 600,000 2,600,000 

  年度    

総 計 12,900,000 1,440,000 14,340,000 

 
 
研究分野：複合新領域  
科研費の分科・細目：地域研究・地域研究 
キーワード：内戦、スーダン、開発援助、平和構築、戦後復興 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 計画調書作成時は、まさにスーダン政府と
反政府組織スーダン人民解放運動／スーダ
ン人民解放軍（SPLM/SPLA）との平和交渉が
大詰めを迎えていた時期であった。本研究プ
ロジェクトは、22 年間にわたった長期の内戦
が、社会に与えたインパクトと戦後復興のあ
り方を地域研究の視点――人類学、歴史学、
政治学――から考察することを目的として
構想された。 

 
 
２．研究の目的 
 

①戦争から平和へという歴史的転換が、

スーダンの国家と社会に現在進行形で与

えるインパクト、および②持続的平和を

実現するため実行・計画されている平和

構築プログラムの実態と評価という 2 点

を主要な研究課題にすえ、人類学と地域

研究種目：基盤研究(B) 

研究期間：2005 年度～2008 年度 

課題番号：17401005 

研究課題名（和文）  

スーダンにおける戦後復興と平和構築の研究  

研究課題名（英文）  

A Study on the Reconstruction and Peace-Building in the Post-War Sudan

研究代表者  

栗本 英世 (KURIMOTO EISEI)  

大阪大学・人間科学研究科・教授 

研究者番号：10192569 

 



 

 

研究の視点から、戦後社会の現状と動態

を明らかにし、国際社会による介入のあ

り方を批判的に検討するとともに、スー

ダンにおける国家と社会の今後を展望す

ることを目的とする。 
さらに本研究は、スーダンにおける復

興と平和構築を担う主体はだれか／なに

かという、スーダン人自身にとって、ま

た社会科学的にもきわめて重要な問題を

考察することも目的としていた。 
  
 
３．研究の方法 
 
研究プロジェクトのメンバーは、内戦勃発

以前の時期から、長年スーダンおよび周辺諸
国で調査研究を実施してきた 4名から構成さ
れる。スーダンの北部と南部、および巨大な
スーダン難民キャンプが存在したケニア北
西部で、参与観察とインタビューを手法とす
るフィールドワークを実施するとともに、現
地でしか入手できない文献資料、他の一般的
文献資料、およびインターネット上の情報や
ニュースに関する調査をおこない、研究のた
めの基礎資料とした。 
研究代表者の栗本英世は、主として南部ス

ーダンの首都ジュバ、東エクアトリア州各地
レイクス州、ジョングレイ州、上ナイル州、
および首都のハルツームで調査を実施した。
研究分担者の栗田禎子は、首都ハルツームと、
エジプトで調査に従事した。研究分担者の岡
崎彰は、首都ハルツームと北部の青ナイル州、
南部スーダンのジュバ、およびチャドで調査
を行った。研究分担者の太田至は、ケニアの
カクマ難民キャンプと南部スーダンの東エ
クアトリア州で調査に従事した。 
フィールドワークに際しては、ナショ

ナル、サブ・ナショナル（北部と南部）、
リージョナル（北部と南部それぞれの地
方行政上の単位である州）、そしてローカ
ルという、三つのレベルの違いに留意し
つつ、レベル間の相互作用に注目した。  
また。具体的な調査研究のテーマとし

ては、以下の五つの諸課題に焦点をあて
た。①ローカルなレベルで存在する民族
集団間の敵対・緊張関係と、和解と平和
構築の試み、②帰還民（元難民・国内避
難民）・元兵士の再統合、③地方政府のガ
バナンスと新旧エリート層の動態、④ナ
ショナルなレベルでの権力分有、権力闘
争の動態、⑤復興・人道的援助の経済学
と政治学。 
 
 
 

４．研究成果 
 
本研究プロジェクトの結果、多様なア

クターのからまりあいと、地域的な相違
を背景として、戦後スーダンにおける社
会の動態的な記述と分析が達成された。 
スーダンの戦後復興と平和構築という

現在進行中の大規模な国家的・国際的プ

ロジェクトの全容を把握し、地域研究の

視点から分析を試みた結果、明らかにな

ったのは、上は国連や国際 NGO から、

中間には南部スーダン政府と SPLA、下

はローカルな村の住民や元兵士に至る、

多様なアクターのあいだに、期待と利害

関心の大きなギャップが存在することで

あった。このギャップは、スーダン全体

の持続的な平和と安定の構築にとって障

害であると考えられる。本研究プロジェ

クトは、4 年間の調査研究の成果を踏ま

え、こうしたギャップを正面から取り扱

うことの重要性を指摘した。さらに、国

際的な援助の経済学と政治学、ナショナ

ルなレベルでの権力分有・闘争という文

脈を押さえつつ、ローカルな人びとの主

体性に注目し、「下からの平和」の意義を

強調した。 
以上の成果は、紛争後の国家と社会の

再構築という、国際社会が世界のさまざ

まな国や地域で直面している課題と取り

組むうえでも、有効であると考える。 
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